
市
内
の
伝
統
芸
能
保
存
活
動
団
体
が　

総
力
を
結
集
し
、
伝
統
芸
能
を
披
露

清
流
の
国
ぎ
ふ
文
化
祭

２
０
２
４
文
化
の
祭
典

恵
那
峡
Ｓ
Ａ
に

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
を
新
設

本
年
９
月
に
新
規
事
業
化
が
決
定

産
業
・
観
光
振
興
に
期
待

▲本紙令和
６年３月号

これまでの
経緯

　
市
で
は
、
ご
み
処
理
施
設
の
老
朽
化
な

ど
の
共
通
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
中

津
川
市
と
ご
み
処
理
の
広
域
化
に
向
け
た

話
し
合
い
を
進
め
て
い
ま
す
。
本
年
７
月

に
は
、
広
域
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
候
補

地
を
検
討
す
る
た
め
、
検
討
委
員
会
を
設

置
し
ま
し
た
。

■
公
募
で
候
補
地
を
選
定

　
両
市
は
９
月
１３
日
㈮
に
第
２
回
検
討
委

員
会
を
開
催
し
、
広
域
ご
み
処
理
施
設
の

建
設
候
補
地
を
公
募
で
選
定
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。
令
和
７
年
４
月
か
ら
、
広
域

ご
み
処
理
施
設
の
建
設
候
補
地
の
公
募
を

行
い
、
候
補
地
を
決
定
し
ま
す
。

　
公
募
に
先
立
ち
検
討
委
員
会
で
は
、
施

設
整
備
基
本
構
想
案
を
策
定
し
ま
す
。
令

和
７
年
1
月
に
は
、
基
本
構
想
案
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
両
市
の
皆

　「
清
流
の
国
ぎ
ふ
」
文
化
祭
２
０
２
４

「
恵
那
の
食
・
芸
術
・
文
化
の
祭
典
～
受

け
継
が
れ
て
い
く
文
化
～
」の
一
環
で「
文

化
の
祭
典
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
本
祭
典
で
は
、
市
内
の
団
体
が
、
古
く

か
ら
伝
わ
り
、
大
切
に
保
存
、
継
承
さ
れ

て
き
た
伝
統
芸
能
を
披
露
。
市
内
外
に
広

く
発
信
し
て
、
さ
ら
な
る
保
存
継
承
を
目

指
し
ま
す
。
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

□
と
き
　
１１
月
１７
日
㈰
午
前
９
時
半
～
午

後
５
時

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

□
料
金
　
無
料

※
毎
年
２
月
の
「
市
伝
統
芸
能
大
会
」
は

今
年
度
は
開
催
し
ま
せ
ん

問　
（
公
財
）文
化
振
興
会
志
２
６
―
６
９

１
７

【
出
演
】

【
出
演
】

●
大
井
文
楽
保
存
会

●
大
井
文
楽
保
存
会

●
大
井
恵
那
峡
と
ん
と
ん
節
保
存
会

●
大
井
恵
那
峡
と
ん
と
ん
節
保
存
会

●●
次次す

き
ま
い

す
き
ま
い米米

み
の
り
ま
つ
り
実
行
委
員
会

み
の
り
ま
つ
り
実
行
委
員
会

●
神
田

●
神
田
昌昌ま

さ
ま
さ

味味みみ

と
日
に
日
に
熟
成
会

と
日
に
日
に
熟
成
会

●
岡
瀬
沢

●
岡
瀬
沢
浅浅あ

さ
あ
さ

間間まま

七
福
万
歳
保
存
会

七
福
万
歳
保
存
会

●
串
原
歌
舞
伎
保
存
会

●
串
原
歌
舞
伎
保
存
会

●
中
野
方
め
れ
た

●
中
野
方
め
れ
た
囃囃ば

や
ば
や

子子しし

保
存
会

保
存
会

●
岩
村
町
獅
子
舞
保
存
会

●
岩
村
町
獅
子
舞
保
存
会

●
中
山
太
鼓
保
存
会

●
中
山
太
鼓
保
存
会

●
山
岡
歌
舞
伎
保
存
会　

●
山
岡
歌
舞
伎
保
存
会　

●
田
中

●
田
中
旭旭

き
ょ
く

き
ょ
く

泉泉せ
ん
せ
ん

×
大
井
文
楽
保
存
会

×
大
井
文
楽
保
存
会

●
毛
呂
窪
民
芸
保
存
会

●
毛
呂
窪
民
芸
保
存
会

●
恵
那
の
ま
つ
り
太
鼓

●
恵
那
の
ま
つ
り
太
鼓

令
和
１５
年
度
稼
働
に
向
け
た

中
津
川
市
と
の
ご
み
処
理
広
域
化

広
域
ご
み
処
理
施
設　

候
補
地
選
定
は
公
募
で

問
　
環
境
課
志
２
６
―
６
８
４
７

さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

■
地
域
説
明
会
を
予
定

　
今
後
検
討
委
員
会
で
は
、
地
域
説
明
会

を
開
催
す
る
他
、
希
望
す
る
方
と
の
先
進

地
の
視
察
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
本
年
９
月
６
日
㈮
、
国
土
交
通
省
が
恵

那
峡
Ｓ
Ａ
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

（
仮
称
）
の
新
規
事
業
化
を
発
表
し
ま
し

た
。
本
事
業
は
、
中
央
自
動
車
道
恵
那
峡

Ｓ
Ａ
の
上
下
線
に
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
を
新
設

す
る
も
の
で
す
。
新
設
に
よ
り
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ

を
搭
載
し
た
車
両
で
あ
れ
ば
、
恵
那
峡
Ｓ

Ａ
か
ら
高
速
道
路
の
本
線
へ
乗
り
降
り
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

■
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
が
で
き
る
と

混
雑
緩
和

　
坂
の
上
交
差
点
の
渋
滞
が
約
８０
メートル
短
縮

す
る
な
ど
、
市
内
混
雑
箇
所
の
交
通
量
が

最
大
６
パーセント
減
少
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま

す
。

産
業
・
観
光
の
活
性
化

　
市
街
地
の
混
雑
区
間
を
回
避
で
き
、
瑞

浪
Ｉ
Ｃ
ま
で
の
所
要
時
間
を
最
大
８
分
短

縮
で
き
ま
す
。
移
動
時
間
が
短
く
な
る
こ

と
で
コ
ス
ト
削
減
に
つ
な
が
り
、
物
流
の

効
率
化
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
他
に
も
、
観
光
シ
ー
ズ
ン
の
恵
那
峡
周

辺
の
渋
滞
の
緩
和
が
期
待
で
き
ま
す
。
恵

那
峡
ま
で
６０
分
圏
内
に
住
む
人
が
約
４０
万

人
増
加
し
、
観
光
客
数
の
増
加
も
期
待
で

き
ま
す
。

災
害
時
の
連
携
強
化

　
Ｉ
Ｃ
か
ら
防
災
拠
点
へ
の
所
要
時
間
が

約
５
分
短
縮
さ
れ
、
迅
速
な
支
援
に
つ
な

が
り
ま
す
。
冠
水
の
恐
れ
が
あ
る
坂
の
上

ア
ン
ダ
ー
パ
ス
を
迂
回
す
る
こ
と
で
、
安

全
な
輸
送
経
路
も
確
保
で
き
ま
す
。

問
　
都
市
整
備
課
志
２
６
―
６
８
４
３

　
ク
マ
は
、
１０
月
か
ら
１１
月
に
か
け
て
、

冬
眠
前
の
餌
を
求
め
て
移
動
し
ま
す
。
人

里
近
く
ま
で
行
動
圏
が
拡
大
し
、
人
身
事

故
が
発
生
す
る
危
険
性
が
高
ま
る
こ
と
か

ら
、
県
内
に
は
「
ク
マ
出
没
注
意
情
報
」

が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
内
の
ど
こ
に
で
も
ク
マ
が
生
息
し
て

い
る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
被
害
に
遭
わ

な
い
よ
う
次
の
こ
と
に
注
意
く
だ
さ
い
。

市
内
の
ク
マ
の
出
没
情
報
が

過
去
５
年
間
で
最
多
に

ク
マ
出
没
注
意
情
報

発
令
中

。

ツキノワグマ

体長　120 ～ 145㌢
体高　60㌢前後
体重　40 ～ 130㌔㌘
視力　あまり良くない
聴力　非常に優れている
嗅覚　犬並みに鋭い
食性　雑食性
行動範囲　25 ～ 100平方㌔㍍
走るスピード　時速 50㌔㍍

クマ注意

。

来

場
者
限定の抽選会もありま

す

！

▲建設候補地選定のスケジュール（予定）

項目／月
令和７年度

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12

建設
候補地
選定

★公募開始★公募開始

公募期間公募期間

◎◎
決定

審査・現地調査審査・現地調査

ク
マ
と
出
会
わ
な
い
た
め
に

音
で
人
の
存
在
を
知
ら
せ
る

　
手
を
た
た
い
た
り
、
歌
を
歌
っ
た
り
、

　
鈴
や
ラ
ジ
オ
の
音
を
鳴
ら
し
ま
し
ょ
う

二
人
以
上
で
昼
間
に
行
動
す
る

　
ク
マ
は
早
朝
や
夕
方
な
ど
、
薄
暗
い
時

　
間
帯
の
活
動
が
活
発
で
す
。
特
に
野
山        

　
に
は
、
短
時
間
で
あ
っ
て
も
、
一
人
で

　
行
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

も
し
出
会
っ
て
し
ま
っ
た
ら

ク
マ
が
気
付
い
て
い
な
い
と
き

　
速
や
か
に
そ
の
場
か
ら
離
れ
ま
し
ょ
う

ク
マ
が
気
付
い
て
い
る
と
き

　
大
声
を
出
し
た
り
、
走
っ
て
逃
げ
た
り

　
す
る
と
ク
マ
が
驚
い
て
し
ま
い
ま
す
。

　
背
中
を
見
せ
ず
に
、
ゆ
っ
く
り
と
そ
の

　
場
か
ら
離
れ
ま
し
ょ
う
。

ク
マ
に
襲
わ
れ
た
と
き

　
腕
や
荷
物
な
ど
で
急
所
（
顔
面
・
首
・

　
後
頭
部
・
腹
部
）
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

問
　
林
政
課
志
２
６
―
６
８
３
３

※
オ
レ
ン
ジ
線
が
Ｉ
Ｃ
整
備
予
定
道
路

恵那峡 SA恵那峡 SA
（下り）（下り）

至名古屋至名古屋

至東京国道
19
号

国道
19
号

恵那峡 SA恵那峡 SA
（上り）（上り）

国
道
19
号

国
道
19
号

雀子ケ根鏡山線

至名古屋至名古屋 至東京

8広報えな9 広報えな2024年11月 2024年11月


